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2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)の地震動 
2025年12月10日作成 

 

 

 2025年12月8日23時15分頃、青森県東方沖でMJ7.5の地震が発生した。この地震で観測され

た最大震度は６強で、北海道から近畿地方にかけて震度６弱から１を観測している[1][2]ほ

か、この地震で久慈港などで1m以下の津波を観測している[3]。 

 消防庁災害対策本部[4]によると12月10日14時現在で52人の負傷者が出ているほか、全壊1

棟などの家屋被害や火災が1件発生している。また、国土交通省[5]によると、高架橋オフラ

ンプの橋台損傷や、国道の法面崩壊といった被害も発生している。 

 この地震を受け、気象庁では、2025年12月9日2時0分に「北海道・三陸沖後発地震注意情

報」を発表した[2]が、これは2022年12月に運用が開始されて以降発表された初の事例であ

る。 

 

 

１．地震の概要 

 気象庁地震火山部[2]によると、発震時間は2025年12月8日23時15分頃、震源は青森県東方

沖(八戸の東北東80km付近)の深さ54km、地震規模はMJ7.5(暫定値)、モーメントマグニチュ

ードMW7.4と発表されている。震央位置を図1.1に示すが、2011年東北地方太平洋沖地震の

余震域の北端に近い位置となっている。 

 発震機構は図1.2に示すように、西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型であった
[2]。太平洋プレートと北米プレートの境界で発生したプレート間地震とみられる。 

 国土地理院では図1.3に示すように、電子基準点で得られた地殻変動から矩形の震源断層

モデル(西落ち)を推定している[6]。今回の地震は1968年十勝沖地震(MJ7.9)のアスペリティ

付近、1994年三陸はるか沖地震(MJ7.6)のアスペリティの北側で発生している。 

 なお、地震調査研究推進本部では、日本海溝沿いの地震活動の長期評価が行われている[7]

が、今回の地震は、青森県東方沖及び岩手県沖北部のプレート間巨大地震(MJ7.9程度)、青

森県東方沖及び岩手県沖北部で発生するひとまわり小さいプレート間地震(MJ7.0～7.5)が想

定される領域内で発生したもので、ひとまわり小さいプレート間地震については2019年1月1

日時点で10年発生確率が70%と評価されていた(図1.4、表1.1参照)。 

 

 

２．観測された地震動指標 

 気象庁[8]により発表された震度分布を図2.1に、各地の震度階級を表2.1に示す。 

 現時点で公表されている防災科学技術研究所K-NET、KiK-net[9]強震観測点、気象庁[10]震度

観測点、港湾地域強震観測[11]の強震観測点での強震観測点における強震記録から算定した地

震動指標を図2.2および表2.2に示す。  
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３．代表的な強震記録 

 今回の地震で震度の大きかった10地点の強震記録や地盤情報、サイト増幅特性について、

以下に示す。なお、表2.1で示している、震度６強を観測した八戸市南郷、震度６弱を観測

したおいらせ町中下田、階上町道仏は、青森県管理の震度観測点で、12月10日時点で強震波

形は公開されていない。 

 

(1) KiK-net二戸東(IWTH01) 

 強震波形が公開されている地点の中で、計測震度が最も大きい地点で、表2.1で示した気

象庁の震度発表地点には含まれていないが震度６弱相当である。強震記録[9]の加速度時刻歴

波形とスペクトルを図3.1に示す。また、ボーリング柱状図 [9]を図3.2に、野津・長尾

(2005)[12]のスペクトルインバージョンにより評価されているサイト増幅特性を図3.3に示

す。 

 KiK-net二戸東(IWTH01)地点は、表層1mの礫層の下に凝灰岩が存在し、深さ11m程度で工学

的基盤に達している。地震基盤以浅のサイト増幅特性(地盤は線形応答の範囲)は5Hz程度が

卓越しているが、今回の地震のフーリエスペクトルの卓越周波数は3～4Hz程度であり、表層

地盤で非線形挙動を示したと考えられる。 

 

(2) K-NET八戸(AOM012) 

 強震波形が公開されている地点の中で、最大加速度が最も大きい地点である。表2.1で示

した気象庁の震度発表地点「八戸市内丸」と同一地点である。強震記録[9]の加速度時刻歴波

形とスペクトルを図3.4に示す。また、ボーリング柱状図[9]を図3.5に、野津・長尾(2005)[12]

のスペクトルインバージョンにより評価されているサイト増幅特性を図3.6に示す。 

 K-NET八戸(AOM012)地点では、表層付近に軟弱な火山灰質粘性土が存在している。深さ6m

程度以深は砂質土であるが、ボーリング掘進長の深さ20mで工学的基盤には到達していな

い。サイト増幅特性は1.2Hz程度が卓越している。今回の地震のフーリエスペクトルの卓越

周波数は1Hz程度となっており、地盤が非線形挙動を示したと考えられる。 

 

(3) 八戸-O 

 強震記録[11]の加速度時刻歴波形とスペクトルを図3.7に示す。また、ボーリング柱状図[11]

を図3.8に、野津・長尾(2005)[12]のスペクトルインバージョンにより評価されているサイト

増幅特性(八戸-Oと同一地点に以前設置されていた八戸-Gのもの)を図3.9に示す。 

 八戸-O地点の表層地盤は砂が主体となっており、深さ10数mで工学的基盤に到達してい

る。サイト増幅特性は0.4～0.5Hzと0.8～0.9Hz程度が卓越しているが、今回の地震のフーリ

エスペクトルの卓越周波数も同様である。 

 

(4) 五戸町古舘(42204) 

 強震波形が公開されている地点の中で、SI値が最も大きい地点である。強震記録[10]の加速
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度時刻歴波形とスペクトルを図3.10に示す。この地点の地盤調査資料やサイト増幅特性の評

価結果は公開されていない。今回の地震のフーリエスペクトルの卓越周波数は1～2Hz程度と

なっている。 

 

(5) 八戸市湊町(47581) 

 強震記録[10]の加速度時刻歴波形とスペクトルを図3.11に示す。この地点の地盤調査資料や

サイト増幅特性の評価結果は公開されていない。今回の地震のフーリエスペクトルの卓越周

波数は4～5Hz程度となっている。 

 

(6) K-NETむつ(AOM005) 

 強震記録[9]の加速度時刻歴波形とスペクトルを図3.12に示す。また、ボーリング柱状図[9]

を図3.13に、野津・長尾(2005)[12]のスペクトルインバージョンにより評価されているサイト

増幅特性を図3.14に示す。 

 K-NETむつ(AOM005)地点では、表層地盤は砂主体となっているが、深さ20mまでで工学的基

盤には達していない。サイト増幅特性は明瞭なピークが見られないが、0.4～3Hz程度の広い

周波数帯で増幅率が大きくなっている。今回の地震のフーリエスペクトルは1～2Hzにピーク

が見られる。 

 

(7) K-NET野辺地(AOM010) 

 強震波形が公開されている地点の中で、最大速度が最も大きい地点である。強震記録[9]の

加速度時刻歴波形とスペクトルを図3.15に示す。また、ボーリング柱状図[9]を図3.16に、野

津・長尾(2005)[12]のスペクトルインバージョンにより評価されているサイト増幅特性を図

3.17に示す。 

 K-NET野辺地(AOM010)地点では、表層地盤は砂主体となっているが、深さ20mまでで工学的

基盤には達していない。サイト増幅特性の卓越周波数は4Hz弱に見られるが、0.3～5Hz程度

と広い周波数帯で増幅率10倍以上となっている。今回の地震のフーリエスペクトルの卓越周

波数は0.4～4Hz程度となっている。 

 

(8) K-NET大畑(AOM003) 

 強震記録[9]の加速度時刻歴波形とスペクトルを図3.18に示す。また、ボーリング柱状図[9]

を図3.19に、野津・長尾(2005)[12]のスペクトルインバージョンにより評価されているサイト

増幅特性を図3.20に示す。 

 K-NET大畑(AOM003)地点では、表層地盤は砂主体となっているが、深さ20mまでで工学的基

盤には達していない。サイト増幅特性の卓越周波数は2～3Hzに見られ、今回の地震のフーリ

エスペクトルの卓越周波数も同様である。 
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(9) むつ市金曲(47576) 

 強震記録[10]の加速度時刻歴波形とスペクトルを図3.21に示す。この地点の地盤調査資料や

サイト増幅特性の評価結果は公開されていない。今回の地震のフーリエスペクトルの卓越周

波数は1Hz強となっている。 

 

(10) KiK-net八戸(AOMH13) 

 強震記録[9]の加速度時刻歴波形とスペクトルを図3.22に示す。また、ボーリング柱状図[9]

を図3.23に、野津・長尾(2005)[12]のスペクトルインバージョンにより評価されているサイト

増幅特性を図3.24に示す。 

 KiK-net八戸(AOMH13)地点では、表層地盤は砂層であり、深さ40m付近で工学的基盤に到達

している。サイト増幅特性の卓越周波数は0.8Hz付近に見られ、今回の地震のフーリエスペ

クトルの卓越周波数は0.6～1Hz付近に見られる。 

 

 

４．地震動の比較 

(1) 八戸市内での強震記録の比較 

 八戸市内では、図4.1に示す4地点で強震波形が得られている。これらの加速度応答スペク

トル、速度応答スペクトルの比較を図4.2に示す。周期0.2秒付近では八戸市湊町(47581)

が、周期1秒付近ではK-NET八戸(AOM012)のスペクトルが大きくなっている。 

 菅原ほか(2024)[13]では八戸港におけるサイト増幅特性のゾーニングの事例が示されてい

る。常時微動H/Vスペクトルの分布について図4.3に引用するが、西側ほど卓越周波数が低く

なっており、国土技術政策総合研究所[14]では、西側から順に、八戸-Gゾーン(現 八戸-O)、

0.6～0.7Hzゾーン、K-NET八戸ゾーン、八戸測候所ゾーン(八戸市湊町(47581))と4つのゾー

ンに分けられている。このように、八戸市内での強震記録の相違は、サイト増幅特性の重要

性を示している。 

 

(2) 八戸港での過去の強震記録との比較 

 八戸港では、1968年5月以降、強震波形が得られている[11]。観測点名は八戸-S→八戸事-S

→八戸-G→八戸-Oと変わっているが、八戸事-Sから八戸-Oまでは同じ地点(地震計が置き換

えられているのみ)である。ここでは、1968年十勝沖地震、1994年三陸はるか沖地震など過

去の代表的な強震記録との加速度応答スペクトル、速度応答スペクトルの比較を図4.4に示

す。1968年十勝沖地震を観測したのは八戸-Sで現在の八戸-Oとは場所が300mほどずれている

ようであるため、注意が必要である(1994年三陸はるか沖地震を観測した八戸事-S以降は現

在の八戸-Oと同じ位置)。周期0.5秒程度以上の周期帯では、今回の地震は1968年十勝沖地震

の地震動と同程度かやや小さく、1994年三陸はるか沖地震の地震動よりは下回っている。一

方、2008年の岩手県沿岸北部の地震や2011年東北地方太平洋沖地震の地震動より上回ってい

る。 
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(3) 過去の被害地震での代表的な強震記録との比較 

 今回の地震で周期1秒程度以上で応答スペクトルが大きな強震記録と、過去の被害地震で

の代表的な強震記録(震度７相当)との加速度応答スペクトル、速度応答スペクトルの比較を

図4.5に示す。今回の強震記録は1995年兵庫県南部地震の大阪ガス葺合供給所での強震記録
[15]や2004年新潟県中越地震の川口町川口震度計での強震記録[16]と比べるとほとんどの周期

帯で下回っている。 
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図1.1 2025年12月8日青森県東方沖の地震の震央位置(気象庁地震火山部[2]を引用) 
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図1.2 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)の発震機構解(気象庁地震火山部[2]を引用) 

 

 

図1.3 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)の震源断層モデル                       

(国土地理院[6]を引用) 

  



 

 －8－ 

 

図1.4 日本海溝沿いのプレート間地震の長期評価対象領域                                     

(地震調査研究推進本部[6]を引用・加筆) 

  

2025年 12月 08 日 
青森県東方沖の地震 
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表1.1 地震調査研究推進本部[6]による青森県東方沖及び岩手県沖北部のプレート間巨大地

震および青森県東方沖及び岩手県沖北部のひとまわり小さいプレート間地震の発生確率等

(確率は2019年1月1日時点) 

(1) 青森県東方沖及び岩手県沖北部のプレート間巨大地震 

 

(2) 青森県東方沖及び岩手県沖北部のひとまわり小さいプレート間地震 
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図2.1 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)の震度分布(気象庁ウェブサイト[8]を引用)  
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表2.1 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)の観測震度(震度５弱以上)                             

(気象庁ウェブサイト[8]による) 

 

  

震度階級 都道県 震度観測点(＊は気象庁以外の震度観測点)
震度６強 青森県 八戸市南郷＊
震度６弱 青森県 八戸市内丸＊ おいらせ町中下田＊ 階上町道仏＊
震度５強 青森県 八戸市湊町 むつ市金曲 むつ市金谷＊

むつ市大畑町中島＊ 野辺地町田狭沢＊ 野辺地町野辺地＊
七戸町森ノ上＊ 東北町上北南＊ 東北町塔ノ沢山＊
おいらせ町上明堂＊ 東通村砂子又沢内＊ 五戸町古舘
五戸町倉石中市＊ 青森南部町苫米地＊

北海道 函館市泊町＊
岩手県 軽米町軽米＊ 一戸町高善寺＊

震度５弱 青森県 五所川原市栄町 五所川原市敷島町＊ 三沢市桜町＊
むつ市川内町＊ つがる市柏＊ つがる市稲垣町＊
つがる市木造＊ 平内町小湊 外ヶ浜町蟹田＊
鶴田町鶴田＊ 七戸町七戸＊ 六戸町犬落瀬＊
横浜町林ノ脇＊ 横浜町寺下＊ 六ヶ所村尾駮
東通村砂子又蒲谷地 東通村尻屋＊ 東通村白糠＊
三戸町在府小路町＊ 青森南部町平＊

北海道 函館市新浜町＊ 苫小牧市末広町 苫小牧市旭町＊
岩手県 盛岡市薮川＊ 盛岡市渋民＊ 久慈市枝成沢

二戸市浄法寺町＊ 八幡平市田頭＊ 八幡平市野駄＊
滝沢市鵜飼＊

宮城県 登米市迫町＊
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図2.2(1) 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)の強震記録[9][10][11]の最大加速度分布 
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図2.2(2) 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)の強震記録[9][10][11]の最大速度分布 
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図2.2(3) 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)の強震記録[9][10][11]のSI値分布 
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図2.2(4) 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)の強震記録[9][10][11]の計測震度分布 
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表2.2 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)の強震記録[9][10][11]の                   

地震動指標(震度５弱相当以上) 

 
* 最大加速度、最大速度は3成分合成、SI値は最大となる方向 

  

観測点 観測点 観測 経度 緯度 最大加速度 最大速度 SI値 計測 震度

コード 名称 機関 (°) (°) (cm/s2) (cm/s) (cm/s) 震度 階級

IWTH01 二戸東 防災科研KiK-net 141.3423 40.2383 496.2 33.1 39.1 5.6 ６弱
AOM012 八戸 防災科研K-NET 141.4880 40.5127 517.4 32.1 41.5 5.5 ５強
HCNH-O 八戸-O 港湾地域強震観測 141.4850 40.5580 335.5 31.3 39.9 5.3 ５強
42204 五戸町古舘 気象庁 141.3079 40.5313 458.7 36.9 43.9 5.3 ５強
47581 八戸市湊町 気象庁 141.5217 40.5278 456.3 18.0 23.1 5.3 ５強
AOM005 むつ 防災科研K-NET 141.1972 41.2949 289.8 25.1 29.8 5.3 ５強
AOM010 野辺地 防災科研K-NET 141.1427 40.8724 336.1 47.5 36.6 5.2 ５強
AOM003 大畑 防災科研K-NET 141.1699 41.4054 300.4 19.1 24.5 5.2 ５強
47576 むつ市金曲 気象庁 141.2114 41.2834 246.1 24.3 27.3 5.2 ５強
AOMH13 八戸 防災科研KiK-net 141.4451 40.5794 181.5 38.5 33.2 5.1 ５強
HKD159 戸井 防災科研K-NET 141.0046 41.7160 313.9 13.6 14.4 5.1 ５強
IWTH02 玉山 防災科研KiK-net 141.3826 39.8250 356.4 11.5 12.2 5.0 ５強
IWT020 藪川 防災科研K-NET 141.3296 39.7844 201.5 18.3 22.9 5.0 ５弱
AOMH16 新郷 防災科研KiK-net 141.0923 40.4624 247.5 16.6 21.4 5.0 ５弱
HKD126 鵡川 防災科研K-NET 141.9284 42.5748 153.4 17.6 23.6 5.0 ５弱
AOM011 三沢 防災科研K-NET 141.3669 40.6803 290.5 28.2 19.6 5.0 ５弱
AOM006 川内 防災科研K-NET 140.9979 41.1976 208.7 15.8 17.7 4.9 ５弱
HKD158 椴法華 防災科研K-NET 141.1408 41.8349 210.3 14.7 18.9 4.9 ５弱
AOM008 横浜 防災科研K-NET 141.2554 41.0844 274.4 20.1 20.7 4.9 ５弱
IWT001 種市 防災科研K-NET 141.7193 40.4101 307.4 13.4 13.4 4.9 ５弱
42201 平内町小湊 気象庁 140.9527 40.9255 195.0 15.0 19.0 4.9 ５弱
47004 厚真町鹿沼 気象庁 141.9204 42.6226 268.4 19.9 21.6 4.9 ５弱
47007 東通村砂子又蒲谷地 気象庁 141.3374 41.2653 192.7 16.8 18.2 4.9 ５弱
HKD091 浦幌 防災科研K-NET 143.6590 42.8088 142.5 15.4 19.3 4.9 ５弱
IWTH12 九戸 防災科研KiK-net 141.4245 40.1533 240.1 14.0 16.5 4.9 ５弱
IWT021 西根 防災科研K-NET 141.0822 39.9203 207.0 15.1 19.8 4.8 ５弱
AOM023 中里 防災科研K-NET 140.4317 40.9664 110.5 16.6 19.5 4.8 ５弱
IKRH02 新篠津 防災科研KiK-net 141.6523 43.2204 152.2 17.1 18.2 4.8 ５弱
HKD129 苫小牧 防災科研K-NET 141.6057 42.6347 113.4 25.3 22.9 4.8 ５弱
AOMH06 六ヶ所 防災科研KiK-net 141.3738 40.9664 196.2 18.5 17.7 4.8 ５弱
HKD110 様似 防災科研K-NET 142.9354 42.1310 125.7 12.3 14.9 4.7 ５弱
42113 新ひだか町静内山手町 気象庁 142.3622 42.3448 131.9 12.2 14.0 4.7 ５弱
42203 六ヶ所村尾駮 気象庁 141.3739 40.9669 177.8 17.3 16.9 4.7 ５弱
47426 浦河町潮見 気象庁 142.7771 42.1625 206.6 13.0 13.3 4.7 ５弱
47424 苫小牧市末広町 気象庁 141.6124 42.6381 124.1 23.1 19.8 4.7 ５弱
TMKMI-U 苫小牧-U 港湾地域強震観測 141.6140 42.6300 162.7 21.5 19.7 4.7 ５弱
HDKH04 門別西 防災科研KiK-net 142.0381 42.5126 119.5 18.6 17.6 4.7 ５弱
HKD128 早来 防災科研K-NET 141.8219 42.7656 130.9 10.2 12.5 4.6 ５弱
HDKH06 静内 防災科研KiK-net 142.3572 42.3498 117.7 12.1 13.9 4.6 ５弱
AOM007 南通 防災科研K-NET 141.3845 41.1689 307.1 10.4 10.0 4.6 ５弱
47487 新千歳空港 気象庁 141.6788 42.7839 110.1 21.1 19.8 4.6 ５弱
AOM009 六ヶ所 防災科研K-NET 141.3730 40.9658 153.1 16.1 15.4 4.6 ５弱
TKCH08 大樹 防災科研KiK-net 143.1520 42.4865 151.4 9.9 11.7 4.6 ５弱
AOM004 尻屋 防災科研K-NET 141.4477 41.4064 327.1 9.5 11.0 4.6 ５弱
AOM019 五所川原 防災科研K-NET 140.4470 40.8152 94.1 15.2 15.8 4.6 ５弱
IWT012 北上 防災科研K-NET 141.1388 39.3206 138.0 9.9 12.2 4.6 ５弱
41202 五所川原市栄町 気象庁 140.4429 40.7995 103.5 15.0 18.6 4.6 ５弱
AOM013 南部 防災科研K-NET 141.2813 40.4126 165.7 9.5 11.4 4.6 ５弱
HKD098 大樹 防災科研K-NET 143.2790 42.4985 96.6 13.3 14.9 4.6 ５弱
HKD184 千歳 防災科研K-NET 141.6008 42.7898 166.8 17.1 15.5 4.6 ５弱
TKCH07 豊頃 防災科研KiK-net 143.5203 42.8114 121.9 10.8 13.8 4.6 ５弱
AOM014 子ノ口 防災科研K-NET 140.9403 40.4472 116.5 14.0 15.2 4.5 ５弱
HDKH07 様似 防災科研KiK-net 142.9164 42.1330 116.9 12.8 13.5 4.5 ５弱
41101 千歳市北栄 気象庁 141.6414 42.8259 132.0 17.2 15.3 4.5 ５弱
47010 久慈市枝成沢 気象庁 141.7098 40.2056 228.1 9.7 11.5 4.5 ５弱
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図3.1 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)による                              

KiK-net二戸東(IWTH01)[9]での強震記録 
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図3.2 KiK-net二戸東(IWTH01)地点のボーリング柱状図(防災科学技術研究所[9]を引用) 
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図3.3 野津・長尾[12]によるKiK-net二戸東(IWTH01)のサイト増幅特性(地震基盤～地表面) 
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図3.4 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)による                              

K-NET八戸(AOM012)[9]での強震記録 
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図3.5 K-NET八戸(AOM012)地点のボーリング柱状図(防災科学技術研究所[9]を引用) 

 

図3.6 野津・長尾[12]によるK-NET八戸(AOM012)のサイト増幅特性(地震基盤～地表面)  
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図3.7 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)による                              

八戸-O[11]での強震記録 
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図3.8 八戸-O地点のボーリング柱状図(港湾地域強震観測[11]を引用) 

 

図3.9 野津・長尾[12]による八戸-O(旧 八戸-G)のサイト増幅特性(地震基盤～地表面)  
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図3.10 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)による                              

五戸町古舘(42204)[10]での強震記録 
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図3.11 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)による                              

八戸市湊町(47581)[10]での強震記録 
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図3.12 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)による                              

K-NETむつ(AOM005)[9]での強震記録 
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図3.13 K-NETむつ(AOM005)地点のボーリング柱状図(防災科学技術研究所[9]を引用) 

 

図3.14 野津・長尾[12]によるK-NETむつ(AOM005)のサイト増幅特性(地震基盤～地表面)  
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図3.15 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)による                              

K-NET野辺地(AOM010)[9]での強震記録 
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図3.16 K-NET野辺地(AOM010)地点のボーリング柱状図(防災科学技術研究所[9]を引用) 

 

図3.17 野津・長尾[12]によるK-NET野辺地(AOM010)のサイト増幅特性(地震基盤～地表面)  
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図3.18 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)による                              

K-NET大畑(AOM003)[9]での強震記録 
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図3.19 K-NET大畑(AOM003)地点のボーリング柱状図(防災科学技術研究所[9]を引用) 

 

図3.20 野津・長尾[12]によるK-NET大畑(AOM003)のサイト増幅特性(地震基盤～地表面)  
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図3.21 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)による                              

むつ市金曲(47576)[10]での強震記録 
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図3.22 2025年12月8日青森県東方沖の地震(MJ7.5)による                              

KiK-net八戸(AOMH13)[9]での強震記録 
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図3.23 KiK-net八戸(AOMH13)地点のボーリング柱状図(防災科学技術研究所[9]を引用) 
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図3.24 野津・長尾[12]によるKiK-net八戸(AOMH13)のサイト増幅特性(地震基盤～地表面) 
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図4.1 八戸市内の強震観測点の位置関係 
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(1) 加速度応答スペクトル(減衰5%) 

 

(2) 速度応答スペクトル(減衰20%)(SI値が最大となる方向) 

図4.2 八戸市内の強震記録[9][10][11]の応答スペクトルの比較  
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図4.3 常時微動観測に基づく八戸港のサイト増幅特性のゾーニングの事例                            

(菅原ほか(2024)[13]を引用)  
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(1) 加速度応答スペクトル(減衰5%) 

 

(2) 速度応答スペクトル(減衰20%)(SI値が最大となる方向) 

図4.4 八戸港での強震記録[11]の応答スペクトルの比較  
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(1) 加速度応答スペクトル(減衰5%) 

 

(2) 速度応答スペクトル(減衰20%)(SI値が最大となる方向) 

図4.5 過去の被害地震での代表的な強震記録[15][16]との応答スペクトルの比較  
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